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(4) 当該計画地周辺は児童生徒の通学路となっているため、当該開発事業の工事実施中、工事

車両等については、通行に十分配慮し、歩行者に対しての交通誘導員を配置してください。

また、児童生徒が歩道を迂回しなければならない工事を実施する場合は、事前に市学務課へ

連絡すること。 

(5) 通学路利用者等への配慮として、日差しの暑さを避ける日陰の確保について、歩道沿いに

高木を植栽するなどの対策を図ること。 

 

３ 環境への配慮について 

(1) 開発事業区域内で整備する緑化地については、利用者の安全安心に配慮した維持管理に

努めること。 

(2) 隣接地（残地）の既存植栽については、良好な状態を保てるよう適切な維持管理に努める

こと。 

(3) 当該計画地周辺の自治会又は町内会等と協議する中で、防犯灯に関する要望等があった

場合は、適宜対応すること。 

(4) 「鎌倉市気候非常事態宣言」では、「2050年までに温室効果ガス排出を実質ゼロにするこ

と」のほかに、「気候危機の現状について市民や事業者と情報を共有し、協働して全力で気

候変動対策に取り組むこと」も目標として定めています。 

事業を行う際には、気候危機の現状を理解し、将来を見据えた事業展開として、建築物の

高断熱化による省エネルギー化、太陽光発電設備などの再生可能エネルギーの導入や蓄電

設備の活用により、ZEB等の省エネルギー建築物を目指し、採用する機器や建材にあっては、

高効率、高断熱素材を選定してください。 

その他、充電スタンドの設置による電気自動車の普及に資する取組等に努めてください。 

(5) 事業所の室外機や送風機等による騒音苦情が度々見受けられます。騒音が発生する施設

を設置される場合は、防音対策や近隣住民に配慮して設置するよう努めてください。 

 

４ ごみ収集施設及びごみ収集作業について 

(1) ごみを排出する店舗・事業所等の事業者が自己処理をする場合は、回収ルート・回収業者につ

いて、市ごみ対策課に確認すること。 

(2) 厨房の設置を予定している場合は、生ごみ処理機を設置するよう努めてください。 

(3) 事業者から排出される使用済み紙おむつ（可燃性一般廃棄物）の減量化に伴い、使用済み

紙おむつ処理機の設置に努めてください。 

 

５ 消防活動への配慮について 

 建築物へ至る道路の幅員、ゲートなどの設置の有無及び緊急車両（消防車・救急車）が容易に

建物に寄り付ける状況について、また、自動火災報知設備等を設置する場合（消防法による設

置）、受信盤へ至るまでの各建物進入口の施錠解除について、火災等発生時に消防隊員が容易

に活動できる方法を市警防救急課と協議すること。 
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６ 地域交流につながる仕組みについて 

(1) 市としては、当該施設の整備に当たっては、地域の実情を踏まえ、地域住民や学校関係者

等との連携を図りながら、地域特性を生かして進めていただくことが重要と考えています。

貴法人におかれても、神奈川県、藤沢市、鎌倉市、湘南アイパーク及び貴法人によるこれま

での連携の趣旨も踏まえ、周辺地域との連携を十分に図りながら、地域に根差した施設整備

を進めてください。 

 

７ 今後の手続について 

周辺道路の交通安全対策について、引き続き近隣住民に対して丁寧に説明を行い、良好な関

係が築けるよう努めてください。 

また、今後、手続が必要となる鎌倉市開発事業における手続及び基準等に関する条例等にお

いて、具体的な公共施設の整備に係る技術審査等については、関係各課と十分な協議をするこ

と。 

以上 
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